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様式１
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様式２  
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様式３  

設　計

審　査

局長

次長

係長

審査

工事種別

給水方式

建築階層 竣　工

給水階層 検　査

工事着手日 局長

完成日

既存の撤去

新設分担金 口径＝

次長

検査員 係長

外　線

共用者

係

調定

電算

氏名
主任技術者

所在地

　　　　　　年　　　月　　　日　　　時

申込者　　　　　　　　住所

（給水装置の所有者）　氏名

　　　　　　　　　　　電話

共用管所有者

指定給水
装置工事
事業者

承
　
　
諾
　
　
書

　　　　　年　　　月　　　日

共用管口径　φ

公
道
下

既存配水管
管種＝

　　　　　年　　　月　　　日

受付 特記事項

上記の分岐引用を承諾する。出水量及び圧力に影響す
ることがあっても異議ありません。

 次の指定給水装置工事事業者に下記の給水装置工事施工に係る一切を委任し、工事を申し
込みます。申込の上は条例規則等を遵守し、その処置に従います。

　　　　　年　　　月　　　日

南国市長　様

竣工検査

水圧　　常圧　　　　　　　　　　ＭＰａ

　　　　テスト　　　　　　　　　ＭＰａ

土地所有者（管理者）

住所

氏名

φ　　 　納入日　　　　　年  　　月　  　日

深さ＝　　　　　ｍ

本件給水管 布設深さ＝　　　　　ｍ

分
岐
部
断
面
図

案内図　　（※地図は貼付不可）

路
上
止
水
栓
位
置
図

１
ｍ
以
内
に
他
の
既
存
路
上

止
水
栓
が
あ
る
場
合
は
、

黒

色
で
図
示
す
る
こ
と
。

メ
ー

タ
ー

ボ
ッ

ク
ス
位
置
図

給　水　装　置　工　事　申　請　書

メーター 　φ

南国市工事場所

　新設 ・ 口径変更 ・　　　 線変更 ・ 撤去

上記の土地に水道管設置及び工事のため使用すること
を承諾する。

なお、将来既設管の修理のため土地を使用する場合は
異議を申立てません。

土
　
地
　
使
　
用

分
　
岐
　
引
　
用

地上　　　階　　　地下　　　階

　　　　　　　年　　　月　　　日

　直結　・　受水槽

地上　　　階　　　地下　　　階

　　　　　　　年　　　月　　　日

　無　・　済　（サドル閉・キャップ止）

住所

方位

（ ）

方位

（ ）

配水管

（ ）

（ ）（ ）

（ ）

側溝、水路、擁壁等を図中に描画すること。
方位、道路幅員、配水管位置、深度を記載すること。
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※　申請時は未記入で提出すること。

使用箇所 名　　　称 寸　法 使用量 使用箇所 名　　　称 寸　法 使用量

サドル分水栓 ポリ用金属継手　Ｓ
分止水用 ポリ用金属継手　Ｌ

割丁字管
ポリ＝鋼管用オスねじ

ＨＩ－Ｓ

メーターユニオンＬショート
ＨＩ－Ｌ

副弁付甲型止水栓
路上止水栓ボックス
メーターエラスジョイント

寸　法 使用量

メーターボックス

メーターユニオンＬロング

副弁付伸縮止水栓
メーターエラスジョイント
ブッシング

ＰＥＰ

ＨＩＶＰ

ＧＰ（さや管）

設
置
場
所

管

外　線　工　事

管継手

メーターボックス内

名　　　称
内　線　工　事

氏
　
名

路上止水栓周り

分岐部

外　線　工　事

Ｎ
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様式４  

 

受 水 槽 方 式 計 算 書 

１．給水人口 

〔  〕戸×〔 表０ 〕人/戸＝〔  〕人＝Ａ 

 

２．１日平均使用水量 

Ｑ＝〔 Ａ 〕人×〔 表１ 〕Ｌ/人/日＝〔   〕ｍ3／日＝Ｂ 

 

３．受水タンク必要水量 

１個当たり標準貯水量（時間割合） 

                    ↓ 

  Ｖ ＝〔Ｂ〕ｍ3／日× 〔     表１    〕    ＝〔  〕ｍ3 

 

４．高置タンク水量 

              １個当たり標準貯水量（時間割合）  

↓ 

Ｖ’＝〔Ｂ〕ｍ3／日× 〔     表１    〕    ＝〔  〕ｍ3 

 

５．流入量 

一日当たり時間数 

                             ↓ 

  ｑ＝〔 表２ 〕×〔Ｑ－（Ｖ＋Ｖ’）〕／〔   表１  〕＝〔  〕ｍ3/ｈｒ 

 

 

                     一時使用の最大流量 

                         ↓ 

故に、水道メーター適正使用流量より（ｑ＜〔表３〕ｍ3/ｈｒ） 

よって、流入管口径は〔表３〕㎜とする。 

 

表０ 

ワンルーム 1.5 人 

２ＬＤＫ ２人 

３ＬＤＫ ３人 
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表１ 

業態 
１人１日当り

使用量（Ｌ） 
１個当り標準貯水量 計算例 摘要 

一般家庭 400 
１日を 12 時間とし

てこの 3 時間分 3/12 

50 人の場合 

400×(3/12)×50

＝5.0m3 

 

ホテル 300 
１日を 8 時間として

この 3 時間分 3/8 

200 人の場合 

300×(3/8)×200

＝22.5m3 

従業員数および宿

泊者数より算定す

ること。 

デパート 20 
１日を 10 時間とし

てこの 3 時間分 3/10 

10,000 人の場合

20×(3/10)×

10,000＝60m3 

従業員数および３

時間当り外来者数

より算定するこ

と。 

官公署 80 
１日を 10 時間とし

てこの 3 時間分 3/10 

1,000 人の場合

80×(3/10)×

1,000＝24m3 

在勤者数および外

来者数より算定す

ること。 

料理業 

レストラン 
150 

１日を 12 時間とし

てこの 3 時間分 3/12 

200 人の場合 150

×(3/12)×200＝

7.5m3 

３時間当り外来者

数より算定するこ

と。 

病院 300 
１日を 12 時間とし

てこの３時間分 3/12 

100 病床の場合

300×(3/12)×

100＝7.5m3 

１病床につき 300

Ｌとする。 

学校 50 
１日を 8 時間として

この２時間分 2/8 

1,000 人の場合

50×(2/8)×

1,000＝12.5m3 

水洗便所設備のあ

るもの。 

（注）この表は、受水タンクに対する標準を示したものである。 

また、この表は人員を対象とした使用水量より算出する場合を示したものであ

るため、消火用水を対象とする場合は、これより更に大きくしなければならない。 
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表２ 

給水人口 係 数 

20 人以下 

21 人～50 人 

51 人～80 人 

81 人以上 

5.0 

4.5 

4.0 

3.0 

 

表３ 

口径 連続使用に適する流量 最大使用流量 一時的使用の最大流量 

13 0.04 ～ 0.7 1 1.5 

20 0.1 ～ 1.1 1.5 2.3 

25 0.1 ～ 1.4 2 3.0 

30 0.15 ～ 2.1 3 4.5 

40 0.2 ～ 3.5 5 7.5 

50 0.4 ～ 18 25 37.5 

75 0.5 ～ 35 50 75.0 

100 0.1 ～ 14 20 30.0 

100 1.6 ～ 56 80 120.0 

150 0.1 ～ 28 40 60.0 

150 6 ～ 130 180 270.0 

200 20 ～ 210 300 450.0 

250 40 ～ 300 425 637.5 

300 50 ～ 400 550 825.0 
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様式５  

南国市長 様 

準備外線にかかる誓約書 

 

今般、下記土地に係る準備外線について、土地所有者の名義にかかわらず、次の項目を遵守するこ

とを下記二者の連帯により誓約します。なお、下記二者が責任を負うべき期間は準備外線工事申請時

から各準備外線に係る地上家屋の竣工日までとします。 

記 

１．準備外線は当方で責任を持って維持管理し、公道下を含めて漏水等があった場合は修理します。 

２．家屋建築及び内線給水装置工事を、準備外線竣工後５年以上経過しても施工しないときは、上下

水道局からの指示に従い撤去します。 

３．２区画にまたがって１戸の居宅が建築されるなど、複数の止水栓が属する宅地が統合により１つ

の敷地となるときは、１つの給水装置を使用し、他の給水装置は撤去します。なお、統合とは登記

上の合筆を必要とせず、上下水道局が利用状態にて判断するものとします。撤去とはサドル付き分

水栓での閉栓及び上下水道局の指示する止水栓等の撤去とします。 

４．分岐口径が建築時に不足することが判明した場合には、既存の分岐の撤去及び再分岐を行います。 

５．配水管の所有権に関わらず、土地購入者が当該配水管及び準備外線を使用することに事前に一括

して承諾し、後日異議を申し立てないこととします。 

６．配水管の所有権に関わらず、分岐点以降で各区画への引き込みに係る給水装置の所有権は、当該

区画の土地所有権移転と同時に給水装置工事の新規申込者に譲渡します。 

７．上記の事項を履行するにあたって、発生する費用は全て当方で負担します。また、後日、土地購

入者と疑義、争いが生じた場合には、当方が上記を履行したうえで全て解決いたします。なお、後

日の紛争を避けるため、当該準備外線に係る事項は売買契約時の重要事項説明書に反映させます。 

６．その他、問題が生じた場合には、当方で責任を持って対処し、上下水道局に対しては一切迷惑を

おかけしません。 

年  月  日 

開発地 南国市                          

開発行為者（実印を押印し印鑑証明書を添付すること） 

住所又は所在地 

氏名又は名称 

 

工事施工者（指定給水装置工事事業者） 

住所又は所在地 

氏名又は名称 
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様式６  

年  月  日 

南国市長  様 

仮設給水にかかる誓約書 

 

 下記給水場所に係る仮設給水について、次の項目を遵守することを誓約します。 

 

記 

 

１．仮設給水のために設置した装置については、短期間に臨時的な作業等を行うために設置するもの

であり、下記の使用目的以外には使用いたしません。 

２．給水予定期間は下記のとおりで、使用が終了次第上下水道局職員の立会のもと、当方負担により

仮設給水装置を全て撤去いたします。また、仮設給水装置の撤去完了後は、速やかに仮設給水装置

撤去完了届を提出いたします。なお、撤去に際しては、上下水道局職員の指示のもと撤去いたしま

す。 

３．給水予定期間を延長する場合は、あらかじめ上下水道局と協議することとし、給水期間延期願を

提出いたします。 

４．その他問題が生じた場合には、当方で責任を持って対処し、上下水道局に対しては一切迷惑をか

けません。 

                      

○給水場所：南国市                     

 

○使用目的： 

 

○給水予定期間：    年  月  日  ～      年  月  日 

 

仮設給水申込者           住 所： 

                                                      

                                                 氏 名：         ㊞ 

 

指定給水装置工事事業者           住 所： 

 

                                                 氏 名：         ㊞ 
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様式７  

 

  年  月  日  

南国市長  様 

 

仮設給水装置撤去完了届 
 

 下記給水場所において、仮設給水の使用目的とした作業が完了しましたので、申請時の誓約に

基づき、撤去したことを報告いたします。 

 

記 

 

１． 給水場所：南国市 

 

２． 撤去完了日：    年  月  日 

 

 

仮設給水申込者           住 所： 

 

                                                 氏 名：         ㊞ 

 

指定給水装置工事事業者           住 所： 

 

                                                 氏 名：         ㊞ 

 

上下水道局記入欄 

 

撤去確認日：    年  月  日 

 立会職員 ：氏名           ㊞  

受付日： 

受付番号：  
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様式８ 

 

年  月  日 

南国市長     様 

仮設給水期間延期願 

 

 

年  月  日付けで申請した仮設給水について、下記理由により給水予定期間内に使

用目的とした作業が完了する見込みがないので、給水期間を    年  月  日まで延期し

てくださるようお願いいたします。 

 

記 

 

１． 給水場所：南国市 

 

２． 理由： 

 

 

 

 

 

仮設給水申込者       住 所： 

 

氏 名：           ㊞ 
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様式９ 
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様式 10  

 


